
田丸城(無)(県史跡,続百名城)(三重県度会郡玉城町田丸字城郭)(玉城中学校) 

田丸城（たまるじょう）は中世から近世をとおして現在の三重県度会郡玉城町田丸字城郭にあった城。南

北朝時代に南朝方の拠点として北畠親房、北畠顕信によって築かれたといわれる平山城であり、三重県指

定史跡である。 

かつての城内に、玉城町役場および玉城町立玉城中学校がある。桜が多く植えられており花見シーズンに

は花見客で賑わう。 

田丸城（たまるじょう）は中世から近世をとおして現在の三重県度会郡玉城町田丸字城郭にあった城。南

北朝時代に南朝方の拠点として北畠親房、北畠顕信によって築かれたといわれる平山城であり、三重県指

定史跡である。 

かつての城内に、玉城町役場および玉城町立玉城中学校がある。桜が多く植えられており花見シーズンに

は花見客で賑わう。 

明治維新に伴い田丸城の建造物はほとんど取り壊されたが、天守台や石垣、外堀、内堀、堀切、空堀など

の遺構は今も整備されて残されており、他所へ移築されていた富士見門、三の丸の奥書院なども再度移築

され、往時の面影を偲ばせる。 

田丸城はその成り立ちから、織豊系の近世城郭と南北朝時代の中世城郭の遺構を併せ持つ興味深い城であ

る。 

Wikipediaより 

 


